
8月6日（土） 平和のつどい

黙祷……「原爆の日」のこの日、安北小で

は 2 回祈りました。ひとつは原爆で犠牲にな

った方々、もう一つは、2 年前不慮の事故で

亡くなった「斉藤くん」を偲び冥福を祈りま

した。この日は、児童にとって、自分の命を

真剣にみつめる日になったと思います。

6 つの命の見つめ方

○ 親から与えられた命

○ 支えられて生きている命

○ この命は、自分しか輝かせることができ

ない命。

○ 他の命の役に立つ命

○ 有限な命（みんな赤ん坊から老人になっていく）

○ 私の生き方も私の命（一生懸命生きていれ

ば、その生き方を語り継いでくれる人がいる。）

（昭和女子大学 大学院教授 押谷 由夫）

猛暑と急な豪雨の不思議な天候の夏休みを

終えて、校庭に校舎に元気な笑顔がかえって

きました。知・徳・体の調和の取れた生活を

すごすことができた証です。ひとえに保護者

の皆様のおかげと感謝しております。

5年生は「三瓶登山」を含む野外活動があ

りました。生命の基本

である「食べる・寝る・

運動する」三泊四日で

した。登山では今年も、

全員登頂を果たしまし

た。

次に特記すべきは、4

年生で２５ｍに挑戦した

１０ｍ未満の児童が、7月

ツーマンで指導を受け、あれよあれよという

間に２５ｍ泳げるようになった日、指導した

教師も感無量で

した。

さらに、「将

棋教室」では、

糸谷プロにまっ

たく歯がたたな

かった児童たちは、悔しさをバネにこれから

練習を積み重ね、100手先まで見えるように

なろうと意欲満々でした。
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地域の方のご

好意で、玄関の枯

山水に竹の柵が

できました。風情

のあるたたずま

いになりました。

夏休みのご好意に感謝
児童です。泳力が、

の終わりに、マン
夏休みには「何かに

先生の言葉を受けて、

音頭」「せんすおどり

んいました。また、「

に、早速、校長室まで

児童もいました。素直
挑戦しよう」という

夏祭りで「アンパン

」を踊った児童がた

調べてみよう」の声

調べたことを報告に

な心に感激しまし
校長

マン

くさ

かけ

来た

た。


